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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ハプスブルク帝国が、1878年以降統治下においたボスニアの領有をいかに
して維持し国家としての一体性を保守しようとしたのか、という問題について、イスラーム教徒に対する統治実践を軸
に考察することにあった。特に、バルカン戦争期に焦点を絞り、オスマン帝国に移住していたボスニアのイスラーム教
徒の帰還問題をめぐるハプスブルク帝国の対応を考察した。その際、オーストリアとボスニアの各国立文書館に収蔵さ
れているボスニア統治関連の未刊行史料を主な素材として分析を進めた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to explore how the Habsburg Empire attempted to maintain the 
institutional unity after occupation of Bosnia in 1878, focusing on the politics to the Bosnian Islamic 
people. Especially, it discussed how the Empire returned the people who had emigrated the Ottoman 
Macedonia after the annexation in 1908 from there back to Bosnia in the Balkan wars. I studied this 
problem by analyzing the documents in the archives of Austria and Bosnia.

研究分野：西洋史

キーワード： ハプスブルク帝国　ボスニア・ヘルツェゴヴィナ　イスラーム　バルカン戦争　難民

  ２版



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	

 

１．研究開始当初の背景	
	 本研究は、ハプスブルク帝国が 1878 年以
降統治下においたボスニアの領有をいかに
して維持し、国家としての一体性を保とうと
したのかという問題について、ボスニアの土
地所有層の多くを占めていたイスラーム教
徒への統治実践を見ることで明らかにしよ
うとするものであった。特にハプスブルク帝
国が、ボスニア併合（1908 年）後にオスマン
帝国へ流出したイスラーム教徒を、バルカン
戦争期（1912～1913 年）にボスニアへ帰還さ
せていこうとした動きに注目した。これによ
り、帝国の崩壊を必然的な過程として捉えて
きた従来の帝国論を見直しつつある近年の
ハプスブルク帝国史研究に資することを目
指そうとした。	
	 筆者がこうした問題に取り組むに至った
経緯は以下のとおりである。	
	
（1）筆者はこれまで主に、1878 年から 1918
年までハプスブルク帝国統治下におかれた
ボスニアにおいて、「進歩的ムスリム」と自
称したムスリム知識人層が「民族」理念をい
かに形成し、それをイスラーム教徒に広めよ
うとしたかを考察してきた。さらに、ハプス
ブルク帝国のイスラーム教徒に対する宗
教・教育政策にも注目することで、帝国統治
がムスリム知識人層の思想や行動に大きな
影響を与えていた実態も明らかにしてきた。	
	 	
（2）こうした研究を進める中で、ハプスブ
ルク帝国がボスニアの領有のために、イスラ
ーム教徒との関係を極めて重要なものと見
なしていたことに着目するようになった。
1463 年以降オスマン帝国の支配下におかれ
てきたボスニアでは、同じ南スラヴ系に属す
る、正教徒のセルビア人、イスラーム教徒、
カトリック教徒のクロアチア人が過半数を
占めることなく混住していた。その内セルビ
ア人とクロアチア人は、ハプスブルク支配下
において民族主義を高揚させ、それぞれ隣接
するセルビア王国や帝国内のクロアチア・ス
ラヴォニア地域へのボスニアの統合を希求
するようになった。さらにこの両民族の動向
は、帝国内の多数のスラヴ系諸民族にも影響
を及ぼし、その民族間の均衡をも揺るがす問
題とされた。	
	 そこでハプスブルク帝国は、ボスニア独自
の社会構造を保つことでそれに対応しよう
とした。400 年以上オスマン支配下にあった
ボスニアでは、イスラーム教徒が土地所有者
として社会の上層に立ち、他方で正教徒のセ
ルビア人は農奴としてムスリムに仕える立
場に置かれていた。ハプスブルク帝国は、こ
うした社会構造を維持することで、ボスニア
における民族主義の拡大を抑制しようとし
たのである。	
	 しかしハプスブルク帝国が 1908 年にボス
ニア併合宣言を出すと、ボスニア在住の多く
のイスラーム教徒がオスマン帝国へと移住

していった。その際、旅費の調達などのため
に、農奴解放を目指すセルビア人民族主義者
に所有地を譲渡するイスラーム教徒も現れ
た。ハプスブルク帝国にとってこの人口流出
は、既存の社会構造の崩壊を招き、さらには
ボスニアの安定的領有をも揺るがす極めて
深刻な事態となっていった。	
	 それではハプスブルク帝国は、この難局に
いかに対応していこうとしたのか。筆者はこ
れまで、こうした問題を解明すべく、ボスニ
ア併合直後の時期に限定して、オーストリア
とボスニアの各国立文書館所蔵のボスニア
統治関連の未刊行史料を分析してきた。そこ
からは、ハプスブルク帝国が、その人口流出
への対抗措置として、オスマン帝国領内で劣
悪な生活環境におかれた移住者の要望に応
じてボスニアへの帰還を援助し、その受け入
れを実際に進めていたことが明らかとされ
たのだった。	

	

２．研究の目的	
	 本研究は、こうした流れを踏まて、ハプス
ブルク帝国がバルカン戦争期にボスニアの
イスラーム教徒の帰還をいかに成し遂げた
のかを検討した。同戦争中バルカン諸国はオ
スマン帝国領のマケドニア地域へ進出した
際、同地域に住む民族的同胞の保護を名目に、
そこに住むイスラーム教徒に対して虐殺・追
放政策を行った。その結果、同地域に移住し
ていたボスニアのイスラーム教徒の中から
は、ボスニアへ帰還しようとする者が急増し
たのである。実際に帰還した者の数は 1911
年には 1000 人ほどであったのが、1912 年か
ら 1913 年にかけては 10000 人にも達したと
言われている。	
	 しかし現在のところ、この帰還問題を論じ
た研究は、管見の限りほとんど見当たらない。
それは、先行研究が帝国のボスニア統治に関
して論ずる際、セルビア人やクロアチア人に
よる民族主義の拡大に注目してきたことに
大きく起因していた。そこにハプスブルク帝
国が、サラエヴォ事件から第一次大戦さらに
帝国崩壊への歩みを不可避的に進めていく
過程を看取しようとしてきたのである。しか
し今日では、主にボスニア以外を対象とする
研究において、民族主義の展開により必然的
な崩壊を迎えたとするこうした帝国像に修
正を迫るべく、同時代的状況の中で帝国の諸
政策の特質や民族間の複合的な関係を再考
しようとするものが現れてきている。こうし
た潮流に鑑みるならば、本研究課題のように、
ボスニアのイスラーム教徒に対する帝国の
統治実践に着目し、ハプスブルク帝国が、第
一次大戦直前の国内外の情勢の中で、ボスニ
アの領有を維持し国家としての一体性を保
とうとしていく過程を描写することも必要
だと考えられるのである。	
	 そこで本研究では、ハプスブルク帝国がバ
ルカン戦争期に、ボスニアのイスラーム教徒
をいかに帰還させたのか、という問題を解明



 

 

すべく、４．研究成果で述べるとおり、（1）
帰還をめぐる諸外国との外交交渉、（2）帰還
後の再定住政策、といった具体的課題に取り
組むに至った。	
	
	
３．研究の方法	
	 バルカン戦争期に生じた、ボスニアのイス
ラーム教徒の帰還問題をめぐるハプスブル
ク帝国の対応を考察した本研究では主に、オ
ーストリアとボスニアの各国立文書館に収
蔵されている未刊行史料を活用した。これら
の史料については、これまで収集してきたも
のや、今回新たにオーストリアの国立文書館
で入手してきたものなど多岐にわたるが、基
本的に紙コピーや電子データとして複写し、
帰国後も PC上で分析できるようにした。ま
た、同時代のボスニア周辺地域の状況に関し
て幅広い知見を得るべく、英語やドイツ語で
書かれた新聞等の刊行史料も活用した。さら
に、第一次世界大戦から 100年が経過する中
で、それに深く関係したバルカン戦争に関す
る新たな研究も多数発表されてきた。そのた
め、英語、ドイツ語、フランス語、ボスニア
語、セルビア語、トルコ語等で出版されてい
るこれらの新たな研究成果にも目を通しな
がら、本研究課題の考察を進めた。 
	
	
４．研究成果	
（1）帰還をめぐる諸外国との外交交渉	
	 バルカン諸地域に住むイスラーム教徒移
住者がボスニアに帰還しようとする場合、主
にそれを担当したのはハプスブルク帝国の
在サロニカ領事館であった。だが戦争状況の
中で同領事館が、彼らの帰還を一方的に進め
ることは容易なことではなかった。同領事は
まず、戦争中サロニカ周辺地域を占領したギ
リシアとの交渉に臨む必要に迫られた。とい
うのもギリシアは、ハプスブルク帝国が対セ
ルビア戦にむけたボスニアでの軍事増強に
その帰還者を利用した場合、セルビアとの関
係、さらにはバルカン同盟自体を揺るがしか
ねないと考え、その帰還に消極的姿勢を示し
たからである。 
	 そこでハプスブルク帝国の共通外務省は、
在サロニカ領事を通じてギリシアに対し、1.
帰還者を軍事目的に利用することはない点、
2.帰還者が自発的に戦闘に参加することの
ないよう、アドリア海沿岸からではなく、必
ずトリエステ経由で彼らをボスニアに戻す
点、以上の点を約束し、帰還の合意を取り付
けたのだった。実際、ハプスブルク帝国の在
サロニカ領事は、1912 年 11 月 30 日に数百名
のボスニア出身のイスラーム教徒がトリエ
ステに向けて出発したことを共通外務省に
報告しており、その到着についても書簡のや
りとりをしている。 
	 またバルカン戦争で多大な領土を喪失し
たオスマン帝国は、同地域に定住するイスラ

ーム教徒の多くをアナトリア方面に移送し、
その地の領土保全に取り組もうとしていた。 
事実、当時オスマン帝国に滞在していたハプ
スブルク帝国の外交官の報告によれば、オス
マン帝国は数百名ずつイスラーム教徒をア
ナトリア方面へ送り出していた。そこでボス
ニアの統治当局は、イスラーム教徒がボスニ
アからの移住時に提出した書類群を参照し
つつ、彼らがボスニア州籍者であることを確
認し、トルコ国籍者やアルバニア人などを排
しながら、ボスニア州籍者に限り帰還を進め
た。こうしてオスマン帝国との外交的齟齬も
回避しようとしたのであった。 
	
（2）帰還後の再定住政策	
	 戦争に巻き込まれたイスラーム教徒移住
者の多くは、住居や生活の糧もないままボス
ニアに帰還した。ハプスブルク帝国の在サロ
ニカ領事は、帰還可能となった彼等の態度に
ついて次のように報告している。「恐ろしい
ほどの苦しみと不自由を経験して全くの困
窮状態になった人々が故郷に再び戻ること
を許された時の感謝と喜びは格別のもので
あった。数日間も待ち焦がれた出発の時がき
て、これまでありつけなかった食糧が確保さ
れている船に乗船したとき、多くの者が感激
で涙を流した。」こうした反応は、イスラー
ム教徒移住者が戦争中、どれほど厳しい環境
の中に置かれていたかを示していると言え
よう。 
	 そこでボスニアの統治当局であるボスニ
ア州政府は、その再定住を円滑に進めるよう、
彼らに資金の援助や国有地の提供を実施し
ようとした。またその際、各地方の住民構成
や政治・経済状況等を考慮しながら、地元に
彼らを戻していこうとした。 
	 しかし、こうした措置の導入は、多大な財
政負担を州政府に強いるだけではなく、セル
ビア人の強い反感をかうことにもつながっ
た。例えば、ボスニアのセルビア系新聞『ナ
ロド』は、帰還者を「信頼できない存在」と
して主張し、イスラーム教徒の帰還そのもの
反対を表明した。彼らから見れば、そうした
措置は、自らの農奴解放をさらに遅らせると
同時に、セルビアへのボスニア統合を果たす
うえで妨げになると見なされたためである。 
さらにボスニアの州政府も、「もし帰還者に
土地を提供し続ければ、一方の住民に大きく
肩入れするものとして、州全体に混乱をもた
らし、議会や公衆において激しい対立を惹起
することになるだろう」と認識し、帰還を急
速に進めることに一定の懸念を示していた。	
	 こうした状況の中ボスニア州政府は、帰還
をめぐる州政府の取り組みに賛同し、彼らの
帰還後の生活を援助しようとする団体を組
織していたイスラーム教徒と協力していく
ことになった。その参加者には、商人や地主
層とともに、近代的な知識人層もいた。彼ら
にとっては、ボスニアにおいてイスラーム教
徒人口を増やすことが、ボスニア議会におい



 

 

て優勢を占めるにとどまらず、ムスリムとし
ての民族的基盤を強固にするうえでも重要
だと考えられた。これらのイスラーム教徒の
存在があったからこそハプスブルク帝国は、
セルビア人の反対を受けつつも、ボスニアへ
のイスラーム教徒の帰還を進めることがで
きたのであった。	
	
	 以上の研究成果は、これまで十分に蓄積さ
れていないため、ハプスブルク帝国史研究の
進展に資するだけではなく、オスマン帝国史
やバルカン史など幅広い分野に対して新た
な知見を提供するものと考えられる。また本
研究では、オーストリアとボスニア両国立文
書館の未刊行史料を活用しており、これら双
方の文書館の史料に基づく研究はこれまで
十分になされておらず、同分野の海外の研究
者にも大きな刺激を与えるものと期待され
よう。	
	 そのため筆者は、以上の研究成果の公表に
努めてきている。その一部として、2014 年度
東欧史研究会・ハプスブルク史研究会合同大
会（奈良女子大学）では「帝国に帰還する難
民-バルカン戦争とボスニアのイスラーム教
徒-」という題目で、また 2015 年 1 月の大阪
市立大学大学院文学研究科 UCRC 研究員プロ
ジェクト研究会では、「帝国を跨ぐ人々-近代
ボスニアにおけるイスラーム教徒の「帰属」
をめぐる諸問題（1878-1918）」という題目で
口頭発表を行った。さらに現在、学会誌への
論文投稿にむけて準備を進めている。	
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